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ソトダン21新年研修会

周壁の表面温度が
快適性のカギ
札幌市立大の斉藤氏が講演

ウレタンボードの外張り断熱で回嚢・

省エネな家づくりを進めているソトダン

21(竹口祐司銀 い宙mで は、

去る16日 に新年研修会を札幌市内で

開色 本L幌市立大学准教授の斉藤雅也

氏が「ヒトの健康に関わる周壁面から

の温・冷放射エクセルギー」と題して

講演を行い、周壁等の表面温度を適切

にコントローフレすることが、快適な室内

環境を創るポイントになると紹介した。

当日は、冒頭に竹国会長が「4月 に

改正省エネ基準が完全施行となるなど、

住宅業界も新しい局面を迎えることに

なる中、この 1年間お客様の暮らしを豊

かにできる家づくりを会員のみなさんと

一緒に進めていきい」と挨拶。続いて

斉藤氏が講演を行った。
~~~~豫

氏は
=ぼ

どよい暖かさ丁に

が得られる快適な室内環境を創るため

には、周壁や窓・床。天丼の表面温度を、

斉藤氏

冬は室温空気温度より高くく夏は低く

することが大切と説明。「人間は代謝に

よる体内の熱の生産 。消費速度が速い

ほど不快に感じる。そうならないように

するためには周壁等の表面温度をうま

くコントロールすることが必要で、検証

結果によると冬であれば室温 18℃で周

壁等の表岬 2ヾ5℃の状態が、最も

人体への負荷が少なく、非常に快適な

空間になる。周壁等の表面温度は床暖

房やパネルヒーターなどでコントロー

ルする手もある力ヽ しっかり断熱された

躯体を造ることが一番重要」と、周壁

等の表面温度をコントロールするには

高断熱な躯体が前提となることを強調

した。

この後、北海道大学大学院助教の菊

田弘輝氏が「再生可能エネルギ=誦
促進を図ったパッシブ換気住宅」と題

して太陽熱や薪ストーブを利用したパ

ッシブ換気住宅の室内環境調査結果を

報告したほか、mマツナガが太陽熱集

熱パネル「ソーラーウォ
=マ

ー」、リン

ナイllklがヒートポンプとエコジョーズを

組み合わせたハイブリッド給湯・暖房

システム、llkキムラが自社で開発・販

売する住宅資材を使ったナチュラル系

提案住宅「Skogの家 について、それ

ぞれ説明を行った。
植物のカーテンを屋外に設置したことで、夏季

の窓表面温度が下がつた例 (講演資料より)

省電力小型モーターで002削減。省エネSPFO日lW/ぷを達成 !!

ご案内

断熱と太陽熱のハイブリッド

住まいの公開セミナー「断熱と太陽  氏とOMソ‐

熱のハイブリッド～北海道のために住  小松建設社f

宅ができること～」が、今月 31日 l■l ネーターにゴ

1330か ら1000ま で、道南 。伊達市  明氏を迎え、「

の伊達信用金庫コスモスホール (伊達  暖房住宅』′

市梅本町 39-1)で開催される。小松建  も師 る。

設いとOMソーラーmの主色        参加希望j

住宅とエネルギーのより良い関係に  ⅣⅨ飾

ついて、東京大学准教授の前真之氏が   問い合わt

基調講演を行うほか、パネリストに前  232043、 E

混構造住宅の設計セミナー

木造とRC造の混構造住宅を対象と

したP師 宅構造設計セミナー」が、

2月に札幌、旭 lk帯広で開催される。

(‐わ J        の主偽

このセミナーでは1階をRC造、2・

3階を在来構法または2× 4工法とし

た3階建て住宅を例に、構造設計 (構

造計画 構`造計算)の基本的な考え方

と鋤 勺な駄 について醜

日程・会場は、2月 5日困=旭川・

旭川地場産業振興センター、16日同=
帯広・帯広経済センタービル、20日0
=札幌・北海道自治労会館。時間は

1500～ 17:30(旭 川 のみ 14:30～

1700。 受講希望者は申込書を各開催

日の 1週間前までFAXする。受講則銑

問い合わせは同協会へ (8011251-

2794、  FAX011-251-2800)。

ホームページO http■lぃ。hobea.。rjp

札幌・帯広

道産家2×

なお、本割

で 13:00か :

催による 恥

も行われる。

同会が取t

壁工法のたと

いて、VAN:

:焙鵬

受講希望尾

週間前まで日

調 。
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